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天を思う

最近、他宗の教誨師研修会に招かれる
ことが多くなり、私の心得として芥川龍
之介の短編『蜘蛛の糸』（大正 7年）を読
み返している。これはアメリカの宗教学
者ポール・ケーラスが書いた『Karma』
を鈴木大拙が日本語訳した『因果の小車』
が材源になっている。お話はこうである。
お釈迦様が蓮の池をご覧になると、そ

こは地獄に通じて多くの罪人がうごめい
ていた。その中にいたカンダタは、以前
道端の蜘蛛を踏み殺そうとするが「無闇
に命を奪うのは可愛想」と思い止まった
ことがあった。お釈迦様はそれをご存知
で、たすけてやろうと天から蜘蛛の糸を
垂らされた。カンダタは必死にその糸を
伝い這い上がるが、見れば多くの罪人も
その糸をよじ登ってくる。「糸が切れてし
まう、下りろ」と叫ぶが、その瞬間に手
にした糸が切れて再び地獄の底に落ちて
しまうというお話である。どんな人間に
も慈悲の心がある一方でエゴによって破
滅もすることを描いている。人間世界に
は天から救いの糸が降りてくるが、それ
を取り逃がしてはいけないと言うことだ。
私たちは天を思っているだろうか、カン
ダタのようになってはいないかと思わず
自問してしまうのである。
ところで天と言うのは不思議である。

私事で恐縮だが、若い頃、10 数年ほど布
教専従の生活を送った。一軒一軒を訪ね
て伝道するわけで、道が拓けるまでは随
分と時間が掛かった。布教経験のある人
はお分かりになるだろう。言いようのな
い息苦しい日々が続いた。人間世界に伝
道するのだが、その人間世界に自分自身
が息苦しくなってしまう。心を倒したこ
とは、もちろん一度や二度ではない。そ
んな時､ 私は何度も天、即ち無限の天空
を仰いだ。天理教は「世界一れつをたす
けるために天降つた」と天から救いの道
を人間世界につけられた教えである、親

神は仰ぎ見る天の世界からこの道をつけ
られたと思うとなぜか心が晴れて、迷い
や不安をその都度乗り越えることができ
た。真に不遜な言い方になるが親神と自
分の立ち位置が確認できた。これは本当
に不思議な体験であった。「めんへそれ
へ心と心、天が見通しである。」（39・
12・13）という「おさしづ」には身も心
も救われた。後日、「空を思わん者は無い。
空ばかり見ては踏み損う。旬という道と
いう理がありて、空という。」（32・2・2）
との「おさしづ」を読んだ時はなるほど
と思ったものである。
「おふでさき」には、
このよふを納も上天もかみ　
上と神との心わけるで　　四号 104

とあるように、天の思いは人智を超えた
ものだと言われる。人智に行き詰まれば
天を思うしかない。
さてカンダタの手にした蜘蛛の糸が切

れたのは己一人が救われたいと思ったから
である。それが欲の心だと芥川は言いた
かったのだろうか。「みかぐらうた」には、
「よくにきりないどろみづや　こゝろすみ
きれごくらくや」（十下り目 4）と欲の心
を離れることを説かれる。では欲の心とは
何か。『蜘蛛の糸』に習えばカンダタのよ
うに「下りろ」と言ってしまう心となる。
自分の救いだけを求めると結果はカンダ
タの様になってしまうのである。
「心の事情大変と思うやろ。なれど、一
つ方法というものは、天にあるへ」（29・
5・20）は明治 29 年に内務省訓令が発せ
られ国家当局の取締、弾圧が激化した際
に先人を勇気づけられた「おさしづ」の
一節である。親神は、「どれだけ危ない所
でも怖わい所でも、神が手を引いて連れ
て通る。天の綱を持って行くも同じ事。」
（33・2・11）と言われる。自らを見失わ
ないように欲を忘れて、しっかりと「天
の綱」を握りしめねばと思う。
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